
11/24(日 )午後2:00時開演

石橋メモリ刀レホーJレ



ご あ い さ つ

本 国は、第 1 6Ⅲ l定 期演奏会の開催 に際 して、多数

の方々の ご来場 をいただき、厚 くおネLを 中 しあげます。

東京 アマデウス合唱団は、 1980年 の創 、ア以来、

モーツ ァル トを中心 に、その時代周辺のバ ロックか ら

占典派の作品 を取 り 11げ 、年間ほぼ 1回 の11り で演 奏

活動 を行 ってまい りま した。

1987年 か らは、指導者に斎藤明イli氏 を迎え、占

楽創造の ‐点 に集中 して基礎的な訓練 を怠 らず に、か

つ理想的な演奏の実現 に向けて、研鑽 を積み lTね て ま

い りま した。近年その成果が現れてきた との評 もいた

だいてお りますが、遥か彼方 に、目指すべ きものがよ

うや く見えて来た ところ と言 うべきであ りま しょう。

団員一同 これか らも一‐歩ずつ、日々の努 力を惜 しま

ぬよ う心 してお ります。今後 とも皆様の 一層の ご支援

を賜 りますよ う、お願 い中し上げます。

昨年は、バ ッハ とブクステフーデの山 を試み ま した

が、本 日は、東京アマデ ウス合唱日本来のモー ツァル

トを メイ ンとし、アルブ レヒツベルガーの作品 を加え

て演奏 いた します。皆様 に一片の印象 をお持 ちいただ

くことができますな ら、これ に優 る幸せはあ りません。

1996年 11月 24H

東 京 アマデ ウ ス合唱 |」



PROGRAM & NOTES

第 ′ ス テ ー ジ

「イエスを十字架につけし間に問となりて」

Tenebrac factac sunt

」●力a,CeO″ ″brec力 tsbe“ e′ μCアルプレとツベルガーリ

」G Albrcchtsbcrgcrは 1736年 2'13ロ ウィーン近郊Klo、 tcrncuburg

で生まオ1、 7歳のとき地元のアウグスト派の教会の聖歌隊に入り、そ

こでLcopold Plllncrか らオ
'レ

ガンと通奏低青を学び、C M Monnに 作

曲を学んだ。

史にMarian Curticr、 」Qscph leiss、 ウィーンのイエズス会‖l学校

に学んだのち、方々の教会のオルガニストを勤め、1772年 からカルメ

ル会の教会の■1歌隊指導者、宮延器楽オーケストラのオルガニストと

して奉職し、1791年 坪:Stcphcnネ L拝生の用」楽長に友人Mozartの 後任と

して就任、1793年 楽長にケl(■、1809年 3月 7日 死去まで勤めた。 1791
イ
「
から95年 にか (すてBcctho、 cnが彼から対位法を学んだことはよく知

らオlて いる。その生lflに 281前後の教会作::flを遺したが、この曲はイ

ースター前の聖金曜日 (オーストリアのカトリック教会では聖木曜日

に聖体の仮安け
'7が
設・liさ れ、聖金曜日と聖土ΠI日 に聖体話でscpol

croを 行う)の ためのレスポンソリウム (聖句独唱後に独呼1者 と聖歌
隊が交互に歌う典ネL聖歌)の一部で、キリスト受難の1舜間を描写する
とともに、その聖体から流オl」 |る 11と 水に私達があずかっていること

を強調している。

Albrechisbcrgcrは ウィーシ以前に、この無伴奏の作 llllの ほかにも
sepolcroの ためにオラトリオなどを書いており、このジャンルでは早

くから高い評価を受けていた。

「めでたし、人のよ工の君よ、めでたし、神使ヽヽの主なる君よ」口短朝

Ave Regina coeloum

」●力a″ G●0リ ス7brec力おoeFer rJ Gアルプレとツベルガーソ

ブタベストの日立図書館にこの曲の自筆譜が保存されていて、4山
のA、 c Rcginaがセットになっている。第二山 卜短調、第一耐へ短 4・|、
第四Hi口 短調の順に綴られていて、第二曲は紛失している。今 lnl演 奏
するのは第四曲である。このセットの自筆譜の最初のベージに「177
3」 と記人された数字が四山の成立年月と考えらオlて いる。グレゴリ
オ聖歌の習慣から2月 2日 に行わオlる 聖母マリア御浄めの祝 LIか ら型
木l#日 までの間の終課の時に使われたか、或は降誕節の晩課のために

作られたと考えられるアンティフォナである。
フーガの技法を使った小品であるが、この作山者の教会占楽中最も

充実した作品の 一つと評11さ れている。

「学光のイた従たちの群久は渋をほめまつる」

Te gloHosus

Dome"lco Sca″ artl ρスカルランテイリ

Domenico Scarlattiは 1685年 10月 26日 作曲家Alessandoro Scarlal
tiの 六番目の子としてナポリに生まれ、1701年 9月 13[け ポリI室礼
拝堂オルガニスト兼作曲者に就任、1705年 春ナポリを去ってヴェネツ

ィア、1709年 からはローマで過ごし、亡命中のポーランド女:EMaria



ヽ

Ca、 imi raの 私設宮延付音楽家、ヴ,チカ)のボルトガル人千tFontcs
候■の

'f延

占楽家を経て、17911ボ ルトガルのリスボンにある総人 1

教ネLI卜 11楽 長になり、日|:ジ ョア)lohn5‖ tの 1:女 Maria Barbaraと ‖
:の 弟Donへ Hlon oの 教師を兼ねた.500以 1の彼のチェンバロ・ソナ
タ|ま この教台のために,IIかれたのである.
lF28`11ヽ aria Barbaraが スベイシ 1:太 rFcrnandoと 結婚してマドリ

ッドに移ったため、Scar attiは ,‖

“

イf楽家として、以 iそ 1757年 T112

3日

'ピ

ムまでスベイ)です過ごした.ホ ルトガll時代に11:か オ1た ,i楽 ‖
|ま lF55(1lH llの震災のため「1竿計が↑て失わねてしまって、ただ 1‖

だ tすが ,1普によって17え らオlて いる。このモテットTc gloriosu、 |まそ
の つて、‖ll‖ |の「イ■り、の11 に■われるアンティフォナのため
に作 |さ オ1た .‖ :分的にツロを思わせるような rや叫lの■llき が ,と られる。

リタニア :「ロレートの連着」変口長調
Litaniae Lauretanac B M V K 109

wο′rga″ g/1"ade″ s M2a″

`μ

4モーンアルト,

1769`li l」 ll13 1か ら1771で「 8112S‖ にか tすて oヽzarilま 第 ■ |の イタ
リア旅行を行ったが、ザルツプルグに叫:着 して人司教のコンサー トマ

スターの職に復帰後 |||も なく、 |′ :歳 の若さて 5'13「 1か らMirabc‖

城の小宮 71T`LIF十 で始まる1!Jり ll i4のために、この作 :llIを デ:い た。人

司教の要請によってザルツブルグ‖キ代の教会作 :1占 全てがそ うであっ

たように、連 |を 文が ltい 時 |‖ 1で終わるように重叫:で 処り‖された り、反

復を避けた り、ll略 化さねた りする特徴が見られる。ロレー トの連 1存

(■ 11サ連 |を ,と 呼ばれるのは この連 |ながイタリア半島の中部Marchc
引1の ‖;市 ロレー トLorcloの ■lllを 祭ったSanta Casa■:母教会の銘文

を要約 して

'tっ

て「1り 、そこに始まったと云わオlる ためである。

K、 rcに 始ま 1)、 へgnus Dclで終わる 1形式 |ま ほかの連 lJ文 とほぼ Flじ
て、Sancta Maria以 ドRcgina Angclourmま で■11サ と人后を賛美しなが

ら呼び」卜け、 ora pro nobi、 |「オブ 1ら のために|千 りてとりなし給
え_(グ レゴリオ■:歌では応叫|の 1形式で歌わオlる )と 、嘆願の祈祷を連
ねて行くところに|キ色がある.|||ま全体にイタリア風のりlる さを保っ

て,:かオlて いる.

第 2ス テ ー ジ

ヴェスペレ:「信仲の証し人のための式用晩課」ハ短調
rヽesperae solennes de Confcssorc K 339

wο′rgangス made●sM●zarr rにスモーンァルトリ

oヽzartの ザルツプルグ‖ケ代最後の作品で、lT80年 に或る 1訂L聖 者 (司

教ではない)を 記念した特り|の式用に作山さねた。テキスト|ま Di、 1

(ハ 短訓)が詩編‖0、 Confitcbor(変ホ長調)が「lil‖ 1、 BCatu、 、ir(ト

長調)が詩編‖ゼ、Laudalc pucriに 短計司)が「十ilH l 1 3、 Laudalc Domin
um(へ 長調)が ,輛 1‖ 7、 Magni licat(/、 長計村)が ,レ カによる福占書 l章 4

655の マリア賛歌を使 |liし ており、各章の終わりを '父 と子と■1霊に
栄光。はじめにありし如く、今も、いつまでも、世々とこしえに。ア
ーメン。Jと 結ぶ。
歌 ■lの 内容を効果的に歌い lil■ る表1/1の 「1人がll所 に凝らされて

おり、グレゴリオ■:歌のll L律がそのままユニゾンで歌い出さオlて荘厳
な効果を高めている[onf tcbo「のような楽章もある。Laudatc Domi―

numは「キ編のテキストがソブラノのソロによ ラ́て美しくアリア風に歌
わオ1る .

解説 :野口 碩



ELFP

=旨

揮

齋 藤  明 生    東京芸術大学卒業、同大学院修了。芸大定期演奏会のプラームス
「ドイツ レクイエ月 てソリス トに選 ばれた他、在学中よリベー
トーヴェン「交響曲第九番」や、多くの宗教音楽のソリス トを務

める。92年 には独ライプチヒ聖 トーマス教会においてHJロ ッ
チュ指揮によるカンタータ礼拝式にソリス トとして出演 した。ま

た在学中より在籍 している芸大バッハカンタータクラフでは多年

にわたり演奏委員長を務め魏 声楽 を岳藤豪希、Rフ ィッシャー、
Phフ インテンロッハー、字田川貞夫に、宗教音楽を小林道夫、
岳藤豪希の各氏に師事。現在宗教音楽研究会合唱団、渋谷混声合

唱団指揮者。87年 から当合唱団の指導に当たっている。

ソプラノ

高 橋  節 子    東京芸術大学音楽学部声楽科卒業、同大学院修了。在学中、芸大
バッハカンタータクラフに在籍。芸大定期演奏会においてハイド

ン「天地創造Jに ソリス トとして出演する他、多くの宗教曲のソ
リス トを務める。93年日演連新人推薦演奏会 (札幌)に 出演。93～

94年国際ロータリー財団奨学生 として独フライブルクに留学。藤

田道子、戸田敏子、1,原直子 EoMマ イヤーオルバースレーベン
の各氏に師事。

アノレト

月 1田  リオ    東京芸術大学修士課程修了。在学中、芸大定期ベー トーヴェン
「ミサ ソレムニス」のオーディションに合格。ベー トーヴェン
「第九J、 」Sバ ッハ「口短調 ミサ」などの演奏会でソリス トを
務める。」osel Loわ 峰氏、毛利準氏、福嶋芳明氏に師事。

ァノール

中 1嶋  俊 夫    東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大学大学院音楽研究科修
了。イタリアのマチェラータ大学に留学。故柴田睦陸、吉岡厳、

木川田誠 有村祐輔 宇田川貞夫の諸氏に師事。94年 、96年の夏
にイタリアのウルヒーノ国際古楽祭に参加。これまで奈良 神戸
名古屋 東京にてジョイン トコンサー ト行う一方、ヘンデルやバッ
ハなどの宗教曲、および

「第九」のソロを務めている。クループ

「レ カマラー ドJの メンバー。
ノ
'ス小 笠 原 美 敬   17歳 から父 」 嘔 原克美に声楽の手ほときを受ける。1991年東

京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大学在学中より高橋大海氏に

師事。1992年渡欧 ウィーンにてノーマン シェ トラー氏に師
事し ドイツリー ト中心に0月鍛を積む。帰国後はバロノク音楽を
中じとした演奏活動を始め、歌曲や宗教音楽にも力を注いでいる。

又、1995年 にはヴォーカルアンサンフル「リーダークランツ」

設立 し ドイツロマン派の傑作に取り組んている。バ ノハ・ コレ
ギウム シャバン メンハー.浅野学園講師。

オルカン

水 野  克 彦    東京芸術大学卒業。ビアンを滝崎鎮代子、クラリネ ットを千葉国
夫、室内楽を細野孝興の各氏に師事。オルカンの手ほどきを今井

奈緒子氏に受ける。ォルカン通奏低音のほか 合唱指導、ビアノ
伴奏 作曲と幅広く活動。二度のオルガンリサイタルのほか、東
京大学教養学部オルガン演奏会 フランス文学会オルガン演奏会

トイツ文学会オルガン演奏会に出演。葛荷谷キリス ト教会オルカ

ニス ト。日本オルカニス ト協会会員。日本オルガンlll究会会員。

東京アマデウスアンサンフル
海保あけみ(Vn l)
片桐恵里(Vn 2)
牧野ルル承 Vc)
堂阪清高(Fg)
1,沼弘能(T mp)

東京アマデウス合唱団

笠原直承 Vn l)  岡田文子(Vn l)
村田早苗(Vn 2)   山口直実 Vn 2)
柳,革智之(Cb )

海保 泉(Tp l)  小原裕樹(Tp 2)

ツプラノ 大久保ルミ子   加藤多恵子   桑島加代子   斉藤志保美
佐藤裕子  辻村順子  寺田美穂子  永瀬久子  村松あおい
山中ゆりか  吉田弘美

アル ト 相澤美佐  甘粕利枝  石橋真須枝  伊藤正子  大崎己美代
岡部公子  加藤尚子  回府田文子  武井佳代子  重泉秀子
菅原芳子  辻敏子   堀内順子   平野玲子   宮崎米子

テノール  1,原宏   片岡繁   中屋鷲夫

ヘース  柿沼哲   菅原定三  野口碩

松平新太郎  吉田英人

吉田―郎



1981 Feb「 uaヮ  Mozart:REQUIEM
1981 November Handel:MESSIHA
1982 November Faur6 :REQUIEM
1983 September Mo2art:KFONUNGS MESSE
1984 Septembe「 Mozart:REQUIEM
1985 0ctober  Bach  :KANTATE Nr106
1986 0ctober  Mo2art:GROSSE MESSE
1987 0ctober   Schut2:MUSKAuSCHE EXEQUIEN
1988 December Mozart:VESPERAE
1989 November Mo2art:REOulEM
1 991 February  MOzart:LITANIAE
1991 November Mozart:DOMiN:CuS MESSE
1992 Nov  Charpentler:MESSE DE MlNUIT POUR NOEL
1993 November Mo2art:MiSSA BREVlS
1994 November Mo2art:REQUIEM● .肛∞

“
tiη

1995 0ctober  Bach  :KANTATE Nr182
1996 November MOzart:VESPERAE










